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芳
翠
の
功
績
や
作
品
を
学
び
、

わ
が
ま
ち
が
誇
る
郷
土
の
先
人
と

し
て
顕
彰
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
講
演
会
（
第
１
弾
）「
山
本
芳
翠

と
そ
の
時
代
、
そ
し
て
今
」

　
「
浦
島
図
」な
ど
を
所
蔵
す
る
県

美
術
館
。
そ
こ
で
芳
翠
の
研
究
に

取
り
組
む
古
川
館
長
が
、
分
か
り

や
す
く
芳
翠
と
そ
の
作
品
、
時
代

背
景
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１
日�
午
後
２
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
講
師　

県
美
術
館
館
長　

古
川

秀
昭
氏

▼昨年１０月、生家に看板を設置（明智町野志）

 
明
智
町
野
志
の
出
身

　

山
本
芳
翠
は
１
８
５
０（
嘉
永
３
）年
８

月　

日
に
、
現
在
の
明
智
町
野
志
で
、
農

１２
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
い

こ
ろ
か
ら
絵
が
好
き
で
、　

歳
の
と
き
京

１５

都
へ
出
て
、
中
国
の
南
宋
画
に
由
来
す
る

南
画
を
習
い
始
め
ま
す
。

　

１
８
６
８（
明
治
元
）年
、
横
浜
で
初
め

て
西
洋
画
を
目
に
し
、
そ
の
衝
撃
か
ら
す

ぐ
に
西
洋
画
へ
の
転
向
を
決
意
。
洋
風
画

家
・ 
五  
姓  
田  
芳 

ご 

せ 

だ 
ほ
う 

柳 
に
入
門
し
、「
芳
翠
」
の

り
ゅ
う

号
を
与
え
ら
れ
、
洋
画
家
・
山
本
芳
翠
と

し
て
出
発
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、 
山  
県  
有 

や
ま 
が
た 
あ
り

 
朋 
率
い
る
北
海
道
視
察
の
随
行
や
、
第
１

と
も回

勧
業
博
覧
会
で
の
受
賞
な
ど
、
有
力
な

洋
画
家
の
一
人
と
し
て
成
長
し
ま
す
。

　

日
本
洋
画
の
先
駆
者
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
郷
土
の
画
家
・
山
本 
芳  
翠 
。
日
本
洋
画
の
発
展
に
情
熱
を
燃
や
し
、
そ

ほ
う 
す
い

の
功
績
か
ら
「
日
本
洋
画
の
父
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
芳
翠
が
現
在
の
明
智
町
野
志
で
生
誕
し
て
か
ら
、
こ
と
し

で
１
６
０
年
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、
山
本
芳
翠
顕
彰
会
と
と
も
に
、
芳
翠
の
功
績
や
作
品
を
紹
介
し
、
わ
が
ま
ち
が

誇
る
先
人
と
し
て
称
え
る
記
念
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
文
化
課�
４
３
―
２
１
１
２

▲山本芳翠。「山本芳翠の世界展図録」朝日新聞名古屋本社発行
（１９９３年）から転写。

 
山
本
芳
翠
生
誕
１
６
０
年    

 
記
念
事
業

【
先
人
顕
彰
事
業
】
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技
術
は
フ
ラ
ン
ス
で

　

１
８
７
８（
明
治　

）年
、
パ
リ
万
国
博

１１

覧
会
に
随
行
し
、
そ
の
閉
会
後
も
パ
リ
に

滞
在
し
続
け
ま
し
た
。
本
格
的
に
洋
画
を

学
び
な
が
ら
、
劇
場
の
背
景
画
や
壁
画
、

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
の
名
画
の
模
写
に
も

励
み
ま
す
。
３
０
０
点
も
の
作
品
か
ら
な

る
個
展
も
開
き
、
フ
ラ
ン
ス
美
術
界
で
も

そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

当
時
の
日
本
洋
画
界
で
は
、
最
も
早
い

時
期
の
フ
ラ
ン
ス
滞
在
で
、
そ
の
期
間
は

　

年
に
及
び
ま
し
た
。
滞
在
中
の
作
品
の

１０多
く
は
、
芳
翠
の
帰
国
前
に
作
品
を
乗
せ

た
艦
が
行
方
不
明
と
な
り
、
残
念
な
が
ら

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 
報
道
画
家
と
し
て
も

　

１
８
８
７（
明
治　

）年
、
帰
国
し
た
芳

２０

翠
は
作
品
制
作
を
続
け
な
が
ら
、
画
塾
や

洋
画
団
体
を
設
立
し
、
後
進
の
育
成
、
日

本
美
術
界
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

ま
た
、
報
道
画
家
と
し
て
、
会
津
磐
梯
山

の
噴
火
や
、
日
清
・
日
露
戦
争
で
の
各
地

の
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

教
科
書
へ
の
挿
絵
や
舞
台
背
景
画
の
制
作

な
ど
、
そ
の
才
能
は
多
彩
を
極
め
ま
す
。

　

１
９
０
６（
明
治　

）年
、
芳
翠
は　

歳

３９

５６

で
他
界
。
日
本
洋
画
の
発
展
に
情
熱
を
捧

げ
た
芳
翠
は
、
そ
の
最
期
も
作
品
の
制
作

中
の
こ
と
で
し
た
。

▲灯を持つ乙女＝１８９２（明治２５）年ころ。
芳翠存命中から生家にあり、地元になじ
みの深い作品。（県美術館寄託）

●
講
演
会
（
第
２
弾
）「
芳
翠
の
知

ら
れ
ざ
る
一
面
を
探
る
」

　

同
郷
の
先
人
、
下
田
歌
子
と
の

つ
な
が
り
を
交
え
、
活
人
画
な
ど

の
多
才
な
一
面
を
紹
介
し
ま
す
。

□
と
き　

平
成　

年
１
月
こ
ろ

２３

□
と
こ
ろ　

明
智
文
化
セ
ン
タ
ー

と
山
本
芳
翠
の
生
家
周
辺

□
講
師　

実
践
女
子
大
学
図
書
館

司
書　

大
井
三
代
子
氏

●
企
画
展「
生
誕
１
６
０
年
記
念
、

郷
土
の
画
家
・
山
本
芳
翠
」

　

県
美
術
館
所
蔵
の
「
浦
島
図
」

や
市
所
蔵
の
作
品
な
ど
を
展
示
。

□
と
き　

平
成　

年
１
月　

日�

２３

２０

―
２
月　

日�
２７

□
と
こ
ろ　

中
山
道
広
重
美
術
館

□
観
覧
料　

無
料

●
山
本
芳
翠
・
水
墨
画
展

　

父
の
死
後
、
故
郷
の
野
志
に
長

期
滞
在
し
た
と
き
、
多
く
の
水
墨

画
を
制
作
。
そ
の
作
品
を
展
示
。

□
と
き　

平
成　

年
１
月　

日�

２３

２０

―
２
月
６
日�

□
と
こ
ろ　

大
正
ロ
マ
ン
館

●
そ
の
ほ
か
の
催
し

▽
生
誕
地
に
お
け
る
資
料
調
査

▽
市
美
術
展
に
芳
翠
大
賞（
仮
称
）

を
設
置

▽
子
ど
も
展
で
作
品
募
集
と
特
設

コ
ー
ナ
ー
の
設
置

▽
資
料
調
査
報
告
会

【日本洋画の父・芳翠の功績を伝えたい】
　山本芳翠顕彰会はこれまで、芳翠の作品を学び、郷土の偉大な先人の功績を、世に広め
ようと活動してきました。昨年１０月には生家に看板を設置し、多くの方にご覧いただい
ています。生誕１６０年を迎えるにあたり、市と力を合わせ顕彰事業に取り組んでいます。
皆さんに「芳翠の功績を知ってもらいたい」「芳翠を郷土の自慢としていただきたい」と
意気込んでいます。作品を目にした時の、あの迫り来る感動。この記念の年に、ぜひ作
品を鑑賞いただき、芳翠という人物をご堪能ください。
□問い合わせ　山本芳翠顕彰会事務局（日本大正村役場内）�５４-３９４４

▲浦島図＝１８９３（明治２６）～１８９５（明治２８）年ころ。第７回明治美術会に出
品された迫力ある大作。浦島太郎という日本的主題を洋風表現した芳翠の作
例の一つ。（県美術館所蔵）

▲会長を務める成瀬郁夫氏（大正ロマン館で）


